
人吉市関連施設

カルチャーパレス（下城本町1578番地１）☎24－3311

スポーツパレス（下城本町1566番地１） ☎22－1688

水道局お客様センター（市役所２階） ☎22－5497

保健センター（市役所横） ☎24－8420

石野公園（赤池原町1425番地１） ☎22－6700

鉄道ミュージアム（中青井町343番地14）☎23－2000

図書館（下城本町1578番地１） ☎24－3518

くまりば（相良町４番地２） ☎22－5183

人吉市役所　☎２２－２１１１(代表 )
住所　 〒 868-8601　人吉市西間下町７番地１
開庁時間　午前８時 30分～午後５時 15分
開庁日　月～金曜 (祝日を除く )
ホームページ　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市の住民基本台帳人口
令和５年８月末日現在　※（ ）は前月比

人吉市のマイナンバー
カード保有率
73.5％

（令和５年８月末）
（総務省発表）

総数 30,372人（－   24 人）

男 14,170 人（－   13 人）

女 16,202 人（－   11 人）

世帯数 15,289 世帯（＋  5 世帯）

市環境課廃棄物対策係（内線２０７２）問

市税務課収納係（内線１０５５）問

クリーンプラザへの持ち込みもできません。
10月９日は月曜日が収集日の地区だけ収集します。

10/９（月） 11/３（金）

○
燃えるごみだけ ×

納期限
10月31日（火）

10月の納税

祝日のごみ収集

人の動き

ごみ分別アプリ

・市・県民税（第３期）
・国民健康保険税（第４期）
・介護保険料（第４期）
・後期高齢者医療保険料
  （第４期）

▲市ホームページ ▲窓口の混雑状況

ふるさと納税ふるさと納税

寄付件数と寄付額
８月
964 件

2,014 万９千円

広報ひとよし
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06 元気100歳！
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第68回人吉球磨総合美展　作品紹介
ひとよし地域応援クーポン券を
配布します

24
人吉市総合防災訓練
－各家庭でシェイクアウト訓練に
参加しましょう－
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お人よし
話題をおって
令和２年７月豪雨からの復旧・復興状況
情報ひろば・保健センターだより
地域おこし協力隊の活動コラム
おうちで給食
ようこそとしょかんへ！
子育て通信
ひとよしのお仕事fi le
はい、こちら消費生活センターです
市長日記
h
ヒ ト ヨ シ グ ラ ム

itoyoshigram
川畑式　脳いきいきパズル
各種相談ガイド
ひとよしの情報発信
行事カレンダー
編集後記

連載

隔月

古文書の面白さを現代に伝える

人吉史談会

ひとよししだんかい
　令和３年４月発足。月に２回の例会、
年に４回のフィールドワークを通して
人吉・球磨の歴史を研究。市の学校支
援ボランティア登録団体。会員は30代
から70代の老若男女15人で、世話人
（代表）は大平哲也さん。

▲ 送りがなを振ったものと、現代語の語順
に直したものを並べて読み解いていく

▲ 人吉東小に残る絵について、いつの時代
のものか、誰の作品かなどを調べる会員

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

や
人
と
の
つ
な
が
り
を
再
確

認
で
き
る
場
所
が
欲
し
い
―
―
。
郷

土
の
歴
史
文
化
研
究
に
携
わ
っ
て
い

る
大
平
哲
也
さ
ん
（
鬼
木
町
）
が
、

歴
史
好
き
な
人
に
声
を
掛
け
た
り
、

新
聞
で
会
員
を
募
集
し
た
り
し
て
、

令
和
３
年
４
月
に
発
足
。
現
在
会
員

は
15
人
で
、
歴
史
に
精
通
し
た
人
か

ら
初
心
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

月
に
２
回
開
催
す
る
例
会
で
は
、

市
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
江
戸
時
代

の
日
記
（
古
文
書
）
の
解
読
を
楽
し

む
。
日
記
の
内
容
は
「
侍
が
歩
い
て

い
た
ら
五
日
町
で
犬
に
か
み
つ
か
れ

た
」
な
ど
、
日
常
で
起
き
た
身
近
な

話
題
。「
人
吉
市
史
に
載
る
よ
う
な

歴
史
的
な
出
来
事
が
書
か
れ
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う

な
こ
と
で
も
あ
る
が
、
一
つ
一
つ
話

題
を
集
め
て
い
け
ば
歴
史
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
面
白
い
」。

そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
古
文
書
を
読
め
な
い
人

で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
漢
文
に
振
り

仮
名
を
振
っ
た
り
、
現
代
語
の
語
順

に
直
し
た
り
し
た
も
の
を
作
成
し
て

い
て
、
市
図
書
館
に
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
活
動
が
後
世
に

役
立
て
ば
う
れ
し
い
と
大
平
さ
ん
。

　

同
会
発
足
の
も
う
一
つ
の
目
的

は
、
地
域
の
歴
史
と
誇
り
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
。
市
の
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
子
ど
も
た
ち

の
地
域
学
習
の
補
助
や
学
校
の
郷
土

資
料
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

郷
土
愛
を
育
ん
で
欲
し
い
」。
今
後

は
市
内
だ
け
で
な
く
球
磨
郡
に
も
活

動
の
場
を
広
げ
た
い
と
意
気
込
む
。
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